


















Ⅳ　施設運営の方向性（所管の考え方）
無 有 ）

転用・多目的化 民営化 他施設との統合 廃止
現状維持 その他（ ）
有 ）
無

受益者負担比率（％）
開館１日当たりコスト（円）
利用者１人当たりコスト（円）
区民１人当たりコスト（円）
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R6年度(見込み)R4年度 R5年度R2年度
96.5
879

（計画名：

-

42,171
690
71

R3年度
97.0

1,586

指標
有形固定資産減価償却率（％）
１㎡当たりコスト（円）財

務
指
標
・
評
価
指
標
等

97
746

15.6

課題に対する
現時点での考え

○施設の安全対策として、剪定や防球ネットのメンテナンスを実施する。

議会、利用者等
からの意見

管理形態の変更の推移

利用者・地域のニーズ 社会人野球チームや学生の利用により、平日昼間の利用率が高い。

現状・課題
○野球場は区道、民間住宅に隣接しているため、防球ネット等の安全対策が必要である。
○野球場外周の樹木に害虫が発生しやすいため、剪定や消毒などの対策が必要である。

1,260
実績値 845

計画の有無

目標指標
指標名・単位 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

● ○

○
●

（変更内容：

○
●

○
○

○
1,014 1,141 1,232

施設運営の方向性
○

R6年度(見込み)

利用件数
目標値 - - -

備
考

令和3年度の開館1日あたりコストが大きいのはB面防球ネット改修工事を行ったためである。他の野球場と比較して１人当
たりに要するコストが低いのは、平日昼間の稼働率が他と比較して高いためである。

　令和2年度は、新型コロナウイルスの影響による
休場のため減少傾向にあったが、令和3年度から5年
度にかけて野球場利用者の数が回復傾向にある。

令和2年度は、新型コロナウイルスの影響による休
場のため、減少傾向にあったが、令和3年度から5年
度にかけて利用件数が増加している。

0
5000

10000
15000
20000
25000
30000

野球場利用者数

0
200
400
600
800

1000
1200
1400
1600

野球場（件数）














